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                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 参考 道の駅の現状 
道の駅は、現在全国で1,145駅あり、熊本県には31か所の道の駅が認定されています。 

ドライバーの休憩場所としては、まだまだ必要だという意見もありますが、近年はコンビニエンスストアが駐車場を拡大したり、トイレの利用ができるようになり、代替え機能とし

て拡大しているのが現状です。 

またコンビニエンスストアだけではなく、ドラッグストアなどロードサイド店舗の出店も拡大しています。 

後発での整備 全国 1,145駅（平成30年4月現在） 県内 31か所 九州では最多で激戦区 

【全国道の駅登録数】※出展：国土交通省HPより 

■北海道：122駅 

■東北：161駅（青森28駅、岩手33駅、秋田33駅、宮城13駅、山形21駅、福島33駅） 

■北陸：80駅（新潟39駅、富山15駅、石川26駅） 

■関東：175駅（茨城13駅、千葉29駅、栃木24駅、群馬32駅、長野50駅、 

    埼玉20駅、山梨21駅、東京1駅、神奈川3駅） 

■中部：132駅（岐阜56駅、静岡24駅、愛知16駅、三重18駅） 

■近畿：147駅（福井15駅、滋賀20駅、京都18駅、奈良15駅、大阪10駅、 

    和歌山34駅、兵庫35駅） 

■中国：103駅（鳥取16駅、岡山16駅、島根28駅、広島19駅、山口24駅） 

■四国（香川18駅、徳島16駅、愛媛29駅、高知24駅） 

九州内道の駅登録数：130駅 
（沖縄除く） 

【道の駅整備比率】 

道の駅総数：1,145駅 

【設置者種別】 

出展：平成25年7月時点の道の駅資料： 

内閣府第4回地域経済に関する有識者懇談会資料 

（道の駅合計：1,004か所） 

一体型:626駅 
（54％） 

単独型：521駅 
（46％） 

自治体（市町村） 
985か所（98.1％） 

自治体（都道府県） 
6か所（0.6％） 

第三セクター 
8か所（0.8％） 

公益法人 
5か所（0.5％） 

【管理運営者種別】 

第三セクター 
312か所 
（31.1％） 

自治体 
158か所 

（15.7％） 

財団法人などへ委託 
89か所 
（8.9％） 

指定管理など 
445か所 
（44.3％） 

熊本県の道の駅は、オーバーストア気味 
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                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

道の駅の展開タイプ 

第1世代 

第2世代 

第3世代 

国土交通省の指導に基づき、ドライバーの休憩所としての開発 

+ 簡易な物販機能。 

（道路地図に掲載されることで、利用者が増える） 

地域振興施設の機能が強化され、飲食や物販機能が拡大。 

（地域産品の販売チャネルとして注目が集まる） 

農林水産省の補助金を活用する形で、農産物の販売スペースが拡大。 

（一般的な道の駅のブランドイメージを形成） 

道の駅は以下のような進化をしており、現在は第4世代の戦いと言われています。 
そのため、道の駅自体が観光施設として目的地となるような施設づくりを行う市町村が増えています。 

第4世代 
様々なユニークコンテンツが開発され、道の駅が観光地の目的化。 

（現在の主流） 

参考 道の駅の現状 
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                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

また、道の駅を立地タイプ別に分類すると、以下のような形に分類されます。 

来訪者に対して、どのようなものが売れるのかは、この立地タイプで大きく分かれます。 

 

山間部・ 
沿岸部タイプ 

眺望など 
ロケーションタイプ 

幹線道路 
設置タイプ 

農村エリアなど 
平場設置タイプ 

山間部・沿岸部タイプ その地域ならではの特産品や郷土料理が売れます。 

眺望などのロケーションタイプ 雄大な景色などを目的に人が集まるため、お土産的なものが売れます。 

幹線道路設置タイプ 他のタイプに比べて利用時間が短く、飲食、特にお弁当やテイクアウト商品がよく売れます。 

農村など平場設置タイプ 地域住民の利用が多く、観光よりも生活利便性の高い商品が好まれます。 

更に、時代の変化と共に、運営手法にも変化が見えています。 

第1世代：行政が運営をしていた 

第2世代：第三セクターが運営の主流となった 

第3世代：指定管理で民間企業が運営の中心となった 

第4世代：事業手法としてPFI方式なども増えており、民間事業者の運営業務委託などが増えている 

道の駅の立地別分類 

道の駅の運営手法の変化 

参考 道の駅の現状 
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                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

道の駅に想定される収益機能 

1 直売機能 

2 飲食機能 

３ テイクアウト機能 

４ 加工機能（加工所の併設） 

 既存の道の駅においては、「地域振興施設」における核となる機能で、生鮮品・加工品などの
販売スペース。 

 施設整備を行う、市町における農産品・加工品の生産量・加工能力（加工品の品目数・加工
量など）や立地条件などから、広さ・棚割り（冷蔵棚の設置）が、設定される場合が多い。 

 ここ数年では、多くの道の駅・直売所の敷地内に併設される傾向にある。 

 地元の食材を使用した料理の提供によって、 地域の食文化の伝承や、販売商品の美味しさ
のアピールとなる。※雇用促進の一面もある。 

 飲食機能とは別で、立ち寄り客や買い物客が、簡易に調理したての商品を購入可能な機能。
帰りの車中での飲食や、休憩スペースでの軽食として人気がある。 

 農産品（野菜・精肉・鮮魚）のみならず、加工品の新鮮さのアピールと、加工品の「しずる感 

※注）」を出すために、加工施設を販売店舗内や敷地内での併設を行う。 

 

※注） 「しずる感」：出来立て感・匂いなどにより商品の魅力を伝えること。 

施設の機能性に関する資料 機  能 

参考 道の駅の機能 
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                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

５ 観光情報発信機能（道の駅登録においては必須） 

６ イベントスペース 

７ 休憩スペース 

 道の駅の登録要件としては必須となる機能。情報発信スペースに、観光協会を設置し、常
時人を配置してある施設と、パンフレットのみを設置した、無人の施設がある。 

 施設への集客のため、定期的にイベントを実施するスペース。音楽コンサート・パン祭り・新茶
祭り・餅つきなど、テーマ性や季節を反映させたものが多い。専用スペースではなく、駐車場の
一部を利用する場合もある。 

 施設の立地場所によっては、周辺景観を楽しんでもらうための、滞留スペースとしてや、テイ
クアウト店舗の食事スペース（フードコート）として設置してある場合が多い。 

道の駅に想定される付加価値機能 

参考 道の駅の機能 
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                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

8 防災機能 

9 バリアフリー 

 一般的に、国道や主幹道路など交通量の多い道路に面し、地域における認知性・視認性の高
い道の駅は、災害時において、避難者支援・情報提供支援・災害復旧拠点施設として大きな貢
献を果たしており、これら貢献の実績から、防災拠点としての機能を付加させる道の駅は増える
傾向にある。 

 公的資金で整備される道の駅・直売所においては、トイレも含めバリアフリー化がすすめられて
おり、ユニバーサルデザインの施設が多く見受けられます。 

道の駅に想定される公共機能 

参考 道の駅の機能 
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全国 道の駅 事例調査 概要版 

●調査方法と調査施設数 

文献資料調査・ネット上での資料検索：10施設程度 

●調査対象施設選定基準 

①高規格道路に接続もしくは、IC付近の施設 

②海沿いにある施設 

③比較的平場及び市街地にある施設 

全国道の駅事例調査要件 

全国道の駅事例調査施設一覧 

  都道府県 名称 ページ URL 電話 住所 

1 北海道 だて歴史の杜 ｐ10-11 http://www.hokkaido-michinoeki.jp/michinoeki/2253/ 0142-25-5567 北海道伊達市松ケ枝町34-1 

2 茨城県 ごか ｐ12-13 http://roadgoka.gozaru.jp 0280-84-1000 茨城県猿島郡五霞町幸主18-1 

3 千葉県 とみうら枇杷倶楽部 ｐ14-15 http://www.biwakurabu.jp/ 0470-33-4611 千葉県南房総市富浦町青木123-1 

4 千葉県 保田小学校 ｐ16-17 http://hotasho.jp 0470-29-5530 千葉県安房郡鋸南町保田724 

5 石川県 内灘サンセットパーク ｐ18-19 https://www.michi-no-eki.jp 076-254-6133 石川県河北郡内灘町字大学1-4-1 

6 福井県 うみんぴあ大飯 ｐ20-21 http://michinoeki-ohi.com 0770-77-4600 福井県大飯郡おおい町成海1-1-2 

7 兵庫県 とうじょう ｐ22-23 http://www.tojo21.co.jp 0795-47-2400 兵庫県加東市南山1-5-1 インターパーク内 

8 兵庫県 道の駅 丹波おばあちゃんの里 ｐ24-25 http://www.tambacity-kankou.jp 0795-70-3001 兵庫県丹波市春日町七日市710 

9 山口県 ソレーネ周南 ｐ26-27 https://www.solene.jp 0834-83-3303 山口県周南市大字戸田2713番地 

10 熊本県 芦北でこぽん ｐ28-29 https://www.ja-ashikita.or.jp/dekopon/ 0966-61-3020 熊本県葦北郡芦北町佐敷443 

http://www.hokkaido-michinoeki.jp/michinoeki/2253/
http://www.hokkaido-michinoeki.jp/michinoeki/2253/
http://www.hokkaido-michinoeki.jp/michinoeki/2253/
http://roadgoka.gozaru.jp/
http://www.biwakurabu.jp/
http://hotasho.jp/
https://www.michi-no-eki.jp/
https://www.michi-no-eki.jp/
https://www.michi-no-eki.jp/
https://www.michi-no-eki.jp/
https://www.michi-no-eki.jp/
http://michinoeki-ohi.com/
http://michinoeki-ohi.com/
http://michinoeki-ohi.com/
http://www.tojo21.co.jp/
http://www.tambacity-kankou.jp/
http://www.tambacity-kankou.jp/
http://www.tambacity-kankou.jp/
https://www.solene.jp/
https://www.ja-ashikita.or.jp/dekopon/
https://www.ja-ashikita.or.jp/dekopon/
https://www.ja-ashikita.or.jp/dekopon/


                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

施設外見フォト 

所在地 北海道伊達市松ケ枝町34-1 

連絡先 0142-25-5567 

開業年 平成24年4月1日 

営業時間 9:00 〜18:00 

面積 鉄骨平屋995平方メートル 

駐車場台数 大型：7台 普通車：166台（身障者用5台） 

運営形態 公設民営 

運営者 指定管理者：株式会社伊達観光物産公社 

スタッフ数 - 

整備予算 総工費：2億2500万円（2012年） 

来場者数 約140万人（2016年） 

売り上げ - 

施設機能 

伊達市観光物産館（ショップ・加工品） 

トイレ：男:大7器（3器）・小12器（5器）女:11器（5器）※（）内は24h器 

レストラン（ハンサム食堂） 

農産物・加工品販売 

藍工房・刀鍛冶工房 

宮尾登美子文学記念館・次世代エネルギーパーク 

整備における背景（経緯） 及び立地 

道央自動車道 伊達 ICから約1.5kmに位置し、国道37号線沿いの道の駅。 

歴史の杜総合公園内に位置し、伊達市の歴史文化を発信している。 

施設の特徴（強み） 

 伊達市は、北海道内唯一の藍の生産地で知られている。また、日本伝統の技を守り受け継いでいる道内でも

数少ない刀匠が住んでおり、これらの特徴を生かした藍染体験ができる藍工房や刀鍛冶工房、直木賞作家 

宮尾登美子さんの文学記念館が隣接している。藍工房は、約70名が一度に体験することが可能。 

 また、「次世代エネルギーパーク」の中核施設として、平成24年1月に経済産業省から認定を受け、市内の

自然エネルギー関連施設に関する情報を展示している。 

アクセス 
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道の駅 だて歴史の杜 1 2016年道内道の駅売り上げNo1、工房で体験ができる道の駅 第3世代 



                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

写真（外観・店内・販売加工品・飲食施設・周辺環境など） 
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フォト フォト 

道の駅 だて歴史の杜 1 



                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

施設外見フォト 

道の駅 ごか 

所在地 茨城県猿島郡五霞町幸主18-1 

連絡先 0280-84-1000 

開業年 平成17年4月23日 

営業時間 9:時〜19時 定休日：第1・3月曜日（祝日の場合翌日） 

面積 敷地面積20,000㎡ 

駐車場台数 大型車67台・普通車68台・身障者用2台 

運営形態 公設民営 

運営者 株式会社五霞まちづくり交流センター（第3セクター） 

スタッフ数 - 

整備予算 - 

来場者数 平成28年度レジ通過数：約81万1千人 

売り上げ 平成28年度売上高：約9億898万円（直売所含む） 

施設機能 

農産物直売所 

茨城物産品販売所 

トイレ：男13器・女17器・身障者用1器 

情報館：交通情報、気象情報、近隣の「道の駅」を情報端末で提供 

レストラン・ファーストフードコーナー 

交流広場・会議室 （そば打ち体験教室の開催）・宝くじ販売 

整備における背景（経緯） 及び立地 

首都圏中央連絡自動車道 五霞 ICより1分。国道新4号バイパス沿い。利根川沿いにあり、田園風景豊かな場所。 

施設の特徴（強み） 

 一時退出した場合でも、目的地まで高速道路を降りずに利用した場合と同じ料金に調整される一時退出実験対象道の

駅。 

 茨城物産品販売所では、五霞工場直送のラスク・さしませんべい・生そば・こんにゃく等がある。また、農産物直売所では、

五霞町産の米・野菜をはじめ、果物・花卉園芸・加工品等を扱っている。茨城県銘柄豚の指定販売店としてローズポーク

の販売も行っている。 

 毎月様々なイベントが行われているのも特徴の一つである。（次ページ写真参照） 

 

 

 

アクセス 

アクセスマップ 
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２ 地元の人に嬉しいイベントが多い道の駅 第3世代 
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写真（外観・店内・販売加工品・飲食施設・周辺環境など） 
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フォト フォト 

フォト フォト 

道の駅 ごか ２ 



                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

施設外見フォト 

道の駅 とみうら 枇杷倶楽部 

所在地 千葉県南房総市富浦町青木123-1 

連絡先 0470-33-4611 

開業年 平成5年11月27日 

営業時間 9時15分〜18時 休館日：年中無休 

面積 8,600㎡（うち駐車場面積：3,200㎡） 

駐車場台数 普通車65台・大型車15台・身障者用4台 

運営形態 公設民営 

運営者 株式会社ちば南房総 

スタッフ数 男性8名/女性48名（うちパート従業員45名） 

整備予算 建設費：3億9,100万円 

来場者数 概算526千人（平成24年度） 

売り上げ - 

施設機能 

地域振興施設：アトリウム（イベントや休憩スペース）・ギャラリー 

観光案内所：情報コーナー・インフォメーション 

トイレ：男性・大3器・小7器 女性8器・身体障害者用1器 

体験STUDIO・スタジオbe 

店舗：びわテラス（テイクアウトコーナー）・ショップ・カフェレストラン 

苺園庭（イチゴ狩り）・元気倶楽部（足湯） 

整備における背景（経緯） 及び立地 

富津館山道路 富浦 ICから約1㎞に位置し、国道127号、館山バイパス沿い。 
 
平成5年設立「株式会社とみうら（現：株式会社ちば南房総）」※町全額出資会社 
 
平成25年10月に南房総市内の第三セクター2社と合併し、「株式会社ちば南房総」へ社名変更 

施設の特徴（強み） 

 さまざまなコーナーが設けられており、どれも充実したものとなっている。 
①びわテラス（テイクアウトコーナー）では、テーブル席と屋外テラスがあり、びわソフト・びわ葉パン・びわ葉カップケーキが味
わえる。②カフェレストランは、オープンカフェもあり、外の花畑を眺めることができる。 
③ショップでは、特産の房州びわを使ったオリジナル商品（びわジャム・びわゼリー・びわ饅頭・びわ飴など）が揃っている。地
元の方々が書いた本等も並んでいる。 

④体験STUDIOでは、調理台も用意されており、常時季節の体験が楽しめる。 

⑤ギャラリーは、地域のサークル活動の発表の場としても使用できる。 
⑥インフォメーションで南房総観光情報が聞くことができ、情報コーナーでは、大画面でリアルタイムな道路情報などが配信
されている。⑦気軽に使える足湯もある。 
⑧1月〜5月はイチゴ狩りが楽しめる。 
⑨高速バスの停留所もある。（バス利用者のための駐車場もあり、パークアイランド方式となっている） 
※道の駅とみうら枇杷倶楽部が中心となり、6次産業化として、特産のビワを加工、オリジナル商品（約50種類）を開発・販
売している。国土交通省の全国モデルの一つでもある。2000年の「全国道の駅グランプリ」で最優秀賞を受賞している。 

アクセス 

アクセスマップ 
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３ 地元名産の枇杷にこだわった道の駅 第3世代 



                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

写真（外観・店内・販売加工品・飲食施設・周辺環境など） 
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道の駅 とみうら 枇杷倶楽部 ３ 



                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

道の駅 保田小学校 

所在地 千葉県安房郡鋸南町保田724 

連絡先 0470-29-5530 

開業年 平成27年12月11日 

営業時間 9時〜18時 定休日：年中無休 

面積 敷地面積：約1万4,235㎡ 

駐車場台数 大型車：5台・普通車：107台・身障者用：2台 

運営形態 公設民営 

運営者 指定管理者：株式会社共立メンテナンス 

スタッフ数 55人（平成28年） 

整備予算 総事業費：約12億1,446万円 

来場者数 約15万人（平成28年） 

売り上げ 約1億5,600万円（平成28年） 

施設機能 

地域振興施設：イベント広場・音楽室・まちの縁側・こどもひろば 

店舗：café金次郎・3年B組（中国料理）・里山食堂・鋸南百貨店等 

トイレ：男13器・女9器・身障者用1器 

観光案内所：まちのコンシェルジュ 

みんなの家庭科室（加工品試作・研修・体験・調理実習など） 

宿泊施設（学びの宿）・入浴（里の小湯/日帰り入浴可） 

整備における背景（経緯） 及び立地 

富津館山道路 鋸南保田 ICから約800m。 
 
農林水産省の、農山漁村活性化プロジェクト交付金の支援を受け、廃校を新たなコミュニティの核となる施設を目指し開業 

施設の特徴（強み） 

一時退出した場合でも、目的地まで高速道路を降りずに利用した場合と同じ料金に調整される一時退出実験対象道の駅。 
 
廃校を活用し,名称も当時の小学校の名前をそのまま使用。宿泊施設も備えている。 
また、地元の食材を使って給食の味を再現した里山食堂やカフェ・中華・イタリアンがあり、ネーミングもユニークである。 
 ・体育館を利用した特産品販売所の「里山市場きょなん楽市」 
 ・教室も面影そのままの宿泊施設「学びの宿」 
 ・職員室を温浴施設「里の小湯」 
 ・café金次郎：オリジナルのソフトクリームやパンなど気軽に食べることができる。 
 ・中国料理 3年B組：地元の中国料理の名店が出店。 
 ・里山食堂：鋸南町の里山・里海料理を提供している。 
まちのコンシェルジュでは、鋸南町の観光情報のほか、鋸南町の生活情報などもコンシェルジュと呼ばれる案内人が情報
提供している。宿泊や温浴施設、公共施設の受付・フロントとしての役割もある。 
まちのギャラリーや音楽室・みんなの家庭科室・こどもひろばがあり、地元の方の交流の場としても利用できる。 

アクセス 
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４ 廃校を活かした道の駅 第4世代 



                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

写真（外観・店内・販売加工品・飲食施設・周辺環境など） 
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道の駅 保田小学校 ４ 



                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

道の駅 内灘サンセットパーク 

所在地 石川県河北郡内灘町字大学1-4-1 

連絡先 076-254-6133 

開業年 平成19年7月 

営業時間 10時〜19時 休館日：12/31〜翌1/3 

面積 敷地面積：約7,902㎡ 建物面積：約266㎡ 

駐車場台数 大型車：2台・普通車：43台・身障者用：2台 

運営形態 公設民営 

運営者 株式会社五郎島農園 

スタッフ数 - 

整備予算 - 

来場者数 - 

売り上げ - 

施設機能 

アグリマルシェ：全国から取り寄せた産直農産物や加工品等 

小五郎食堂：うどん・そばなど 

サンセットカフェ：テラス席でロケーションを楽しむことができる 

トイレ：男大1器・小2器・女2器・身障者用1器 

情報コーナー 

公園併設 

整備における背景（経緯） 及び立地 

北陸自動車道 金沢東 ICから車で約20分（約10㎞）、のと里山海道（無料区間）内灘ICから約1㎞、県道162号沿い。 
 

施設の特徴（強み） 

河北潟と日本海に挟まれた場所に位置し、前面に内灘大橋（サンセットブリッジ）、河北潟、遠くに立山・白山三峰、背後に

は海が眺められる。 

内灘大橋（サンセットブリッジ）は、内灘町のシンボルになっており、夜になるとライトアップされ、時報や季節によって色が変

化する。金沢に一番近い道の駅として、景色が綺麗なことから、デートスポットとしても人気を集めている。 

環境省のライトダウンキャンペーンと連動し、サンセットブリッジ内灘＆道の駅「サンセットパーク」にてキャンドルナイト  in 内灘

サンセットパークなどをイベントとして行っている。 

アクセス 
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5 デートスポットとしても人気のある道の駅 第3世代 



                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

写真（外観・店内・販売加工品・飲食施設・周辺環境など） 
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道の駅 内灘サンセットパーク 5 



                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

施設外見フォト 

道の駅 うみんぴあ大飯 

所在地 福井県大飯郡おおい町成海1-1-2 

連絡先 0770-77-4600 

開業年 平成25年5月30日 

営業時間 9時〜18時 休館日：第1、第3月曜（祝日の場合翌日） 

面積 敷地面積：約5,747㎡・鉄骨平屋：1,240㎡ 

駐車場台数 大型車：4台・普通車：30台・身障者用：3台 

運営形態 公設民営 

運営者 株式会社おおい（第三セクター） 

スタッフ数 

整備予算 工事費：5億6,206万円 

来場者数 

売り上げ 1億824万円 ※平成25年度（10ヶ月） 

施設機能 

地元魚介類・物産品販売（産地直送） 

ファストフード・ジェラート&カフェ 

トイレ：24時間 

観光案内所として情報コーナーが設置されている。 

会議室 

屋外施設・駐輪場 

整備における背景（経緯） 及び立地 

舞鶴若狭自動車道 小浜西 ICから車で約6分（約3㎞）、国道27号沿い。 

近隣に「青戸クルージング」「福井県こども家族館」「シーサイドスパおおい」がある。 

 

 

施設の特徴（強み） 

若狭湾を一望でき、近隣には観光船乗り場や子ども向け施設・ホテル・温浴施設があり、観光についての情報発信基地に

もなっている。 

おおい町や若狭湾の産物、加工品や工芸品等の物販がある。 

ファストフォードは、地元で採れた新鮮魚介類や若狭牛を使ったカレーなど充実しており、海を眺めながら食べることができ

る。 

 

 

アクセス 
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６ 複合レジャー施設近くの道の駅 第3世代 



                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

写真（外観・店内・販売加工品・飲食施設・周辺環境など） 
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道の駅 うみんぴあ大飯 ６ 



                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

施設外見フォト 

道の駅 とうじょう 

所在地 兵庫県加東市南山1-5-1 インターパーク内 

連絡先 0795-47-2400 

開業年 平成21年10月1日 

営業時間 9時〜19時 休館日：不定休 

面積 - 

駐車場台数 大型車：3台・普通車：38台・身障者用：2台 

運営形態 公設民営 

運営者 株式会社夢街人とうじょう（第三セクター） 

スタッフ数 - 

整備予算 - 

来場者数 - 

売り上げ - 

施設機能 

特産館・農作物直売所 

コンビニエンスストア・レストラン・ラーメン 

トイレ：男大3器・小5器・女6器・身障者用2器 

情報コーナー 

アロマリラクゼーションサロン 

めだかランド（地元で改良された「東条めだか」コーナーあり） 

整備における背景（経緯） 及び立地 

中国自動車道 ひょうご東条 ICから約100m、県道313号沿い。 

兵庫県と加東市の両施設が併設する「東播磨の交通と地域振興の拠点」として整備された。 

施設の特徴（強み） 

住居エリアと職エリアが融合された複合都市「ひょうご東条ニュータウンインターパーク南山の里」内にある。 

地元特産品や農作物の販売・PR、地元食材を活かしたレストランなど、地域の情報発信交流機能を持つ。 

ドライバーの休憩所として、タッチパネル式で道路情報や観光情報等を提供している。 

コンビニエンスストアやアロマリラクゼーションサロンもみの木HOUSEも併設されている。 

2017年3月に駅ラーメン「華」がオープン。（播州ラーメン） 

アクセス 
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７ インターパーク内にある道の駅 第3世代 



                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

写真（外観・店内・販売加工品・飲食施設・周辺環境など） 
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道の駅 とうじょう ７ 



                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

施設外見フォト 

道の駅 丹波おばあちゃんの里 

所在地 兵庫県丹波市春日町七日市710 

連絡先 0795-70-3001 

開業年 平成18年4月8日 

営業時間 8時半〜18時半 （冬季は18時まで） 

面積 敷地面積：約27,000㎡ 

駐車場台数 大型車：13台・普通車：89台・身障者用：3台 

運営形態 公設民営 

運営者 春日ふるさと振興株式会社 

スタッフ数 - 

整備予算 - 

来場者数 - 

売り上げ - 

施設機能 

特産館 

レストラン・フードコート 

トイレ：男大2器・小8器・女10器・身障者用2器 

情報提供施設 

農畜産物加工処理施設 

芝生広場・多目的広場・発掘体験 

整備における背景（経緯） 及び立地 

舞鶴若狭自動車道 春日 ICから車で約1分、国道175号沿い。 

 

農林業、商工業の復興及び地域間交流の促進等地域の活性化を図るため、休憩機能、情報交流機能、地域連携機能

を生かしたまちづくりの拠点施設として、丹波市立道の駅丹波おばあちゃんの里を設置した。 

 

 

施設の特徴（強み） 

一時退出した場合でも、目的地まで高速道路を降りずに利用した場合と同じ料金に調整される一時退出実験対象道の駅。 

丹波市の玄関口としておもてなしの施設。癒し・健康・環境をテーマに、「来る人に安らぎを、住む人にうるおいを」を与え、

誰もが親しめる賑わいの場を目指している。 

施設は大きく分けて「物産館」「トイレ＆情報コーナー」「観光案内所＆フードコート」がある。 

丹波の特産の栗や黒豆を使ったパンやお弁当、「おばあちゃんの味」を感じることができるお土産が魅力。 

丹波の新鮮な冷温殺菌牛乳を使ってつくるジェラートが好評。 

子どもが遊べる遊具が充実している。 

アクセス 
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８ 癒し・健康・環境がテーマの道の駅 第3世代 



                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

写真（外観・店内・販売加工品・飲食施設・周辺環境など） 
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道の駅 丹波おばあちゃんの里 ８ 



                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

道の駅 ソレーネ周南 

所在地 山口県周南市大字戸田2713番地 

連絡先 0834-83-3303 

開業年 平成26年5月17日 

営業時間 24時間営業 

面積 敷地面積：23,000㎡ / 施設面積：1,123㎡ 

駐車場台数 大型車：42台・普通車：125台・身障者用：3台 

運営形態 公設民営 

運営者 一般社団法人周南ツーリズム協議会 

スタッフ数 - 

整備予算 約19億円 

来場者数 - 

売り上げ - 

施設機能 

販売/飲食施設 

情報発信施設 

トイレ：男大12器・小8器・女19器・身障者用1器 

屋根付き広場・芝生広場・親水護岸 

研修交流施設 

高齢者相談コーナー 

整備における背景（経緯） 及び立地 

山陽自動車道 徳山西 ICから車で約1分（600m）、国道2号沿い。 

地元住民によって設立された「周南ツーリズム協議会」が運営する形でスタート。 

周南市の農業振興、漁業振興、観光振興、地域及び地域経済の活性化を図り、周南ブランドを発掘し、これらを通じ交流

人口の拡大、周南市の認知度向上に取り組むことで地域社会の発展に寄与することを目的に設置される。 

また、高齢者がつくる野菜の集荷や高齢者宅の見守り、近隣の農林水産業の6次産業化に取り組む「福祉型の道の駅」を

掲げている。 

施設の特徴（強み） 

一時退出した場合でも、目的地まで高速道路を降りずに利用した場合と同じ料金に調整される一時退出実験対象道の駅。 
一番の特徴は、道の駅の物産館、農作物直売所、海産物直売所が24時間オープンしている点。（全国初） 
テナントが７つ 
1.長州ピンチョス店 （ふぐのナゲット） 
2.主悦のすし （海鮮丼） 
3.ビストロ鹿野農場 （鹿野高原バーガー） 
4.キッチンハウス味美 （たこ焼き） 
5.おいでーね （うどん） 
6.titi fujii farm （牧場生ソフト） 
7.徳山花き生産組合 （季節の花） 
他にレストラン・コンビニエンスストアがある。 
高齢者相談コーナーや研修交流室・調理実習室も備えている。 

アクセス 
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９ 24時間オープンしている道の駅 第3世代 



                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

写真（外観・店内・販売加工品・飲食施設・周辺環境など） 
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道の駅 ソレーネ周南 ９ 



                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

道の駅 芦北でこぽん 

所在地 熊本県葦北郡芦北町佐敷443 

連絡先 0966-61-3020 

開業年 平成24年（道の駅登録 平成28年5月14日） 

営業時間 9時〜19時30分 定休日：年末年始 

面積 - 

駐車場台数 大型車：9台・普通車：104台・身障者用：3台 

運営形態 民設民営 

運営者 JAあしきた 

スタッフ数 - 

整備予算 - 

来場者数 - 

売り上げ 10億円（外販2億円） 

施設機能 

ファーマーズマーケット（直売所）・物産館 

軽食コーナー 

トイレ：男大3器・小5器・女4器・身障者用1器 

焼肉レストランぎゅーぎゅー亭 

いちご観光農園 熊本あしきた いちごの森 

観光・医療・災害情報案内 

整備における背景（経緯） 及び立地 

南九州西回り自動車道（無料区間） 芦北 ICから車で約1分（200m）、県道27号沿い。 
 
JAあしきたファーマーズマーケットでこぽんが、道の駅としてリニューアルされた。 

施設の特徴（強み） 

芦北地域をメインに農畜産・解散・林産物や、地域特産の加工品（赤飯・惣菜やお饅頭など）が充実している。 

また、季節に応じたイベント（デコポン祭り・新米フェアなど）を開催している。 

※デコポンアイスやメロンパンは人気がある。 

 

いちご観光農園では、1月〜5月はイチゴ狩りが楽しめる。 

地域産業の振興や福岡県・熊本県の都市圏との地域間交流の拠点施設にもなっている。 

 

 

アクセス 
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１０ 地域特産を活かした道の駅 第3世代 



                                                                                平成30年度 道の駅あらお（仮称）基本計画策定 事例調査 

写真（外観・店内・販売加工品・飲食施設・周辺環境など） 
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道の駅 芦北でこぽん １０ 


